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E
│

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
は
、1
9
9
5
年
の
阪

神
・
淡
路
大
震
災
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、建

造
物
の
破
壊
過
程
や
耐
震
性
に
関
し
て
実

大
規
模
の
実
験
と
い
う「
究
極
の
検
証
」を

行
う
た
め
の
施
設
と
し
て
、2
0
0
5
年
に

稼
働
を
開
始
し
た
。一
般
に
は
、木
造
家
屋

や
R
C
造
建
物
の
加
振
実
験
が
知
ら
れ
て
い

る
が
、社
会
基
盤
施
設
の
耐
震
性
能
評
価
も

E
│
デ
ィ
フェン
ス
の
重
要
な
目
的
で
あ
る
。

　
E
│
デ
ィ
フェン
ス
を
所
管
す
る
防
災
科
学

技
術
研
究
所
に
所
属
す
る
中
山
学
は
、15
年

前
、自
身
も
兵
庫
県
宝
塚
市
の
自
宅
で
被
災

し
た
。約
30
年
間
ゼ
ネ
コ
ン
の
技
術
畑
一
筋

で
あ
っ
た
彼
は
、「
地
震
か
ら
人
命
を
守
る
た

め
の
研
究
に
従
事
す
る
」決
意
と
と
も
に
、

2
0
0
7
年
同
所
の
研
究
員
へ
と
転
身
す
る
。

　
こ
の
年
、橋
梁
耐
震
実
験
研
究
の
加
振
実

験
が
始
ま
っ
た
。初
年
度
は
神
戸
の
震
災
で

倒
壊
し
た
阪
神
高
速
3
号
線
と
同
じ

1
9
7
0
年
代
の
旧
耐
震
基
準
で
設
計
さ

れ
た
橋
脚
、2
年
目
は
現
行
耐
震
基
準
設
計

の
橋
脚
に
加
振
し
て
破
壊
現
象
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
解
明
、最
終
年
と
な
る
2
0
0
9
年
度

は
、次
世
代
を
見
据
え
た
高
耐
震
性
橋
脚
の

実
験
に
よ
り
そ
の
耐
震
性
を
評
価
し
た
。

　
こ
の
加
振
実
験
は
、本
年
2
月
26
日
に
公

開
さ
れ
た
。当
然
だ
が
高
額
な
実
験
費
を

要
し
、失
敗
の
許
さ
れ
な
い
実
大
震
動
台
実

験
の
計
画
に
は
細
心
の
注
意
が
払
わ
れ
る
。

今
回
の
実
験
で
は
、4
分
の
1
模
型
に
よ
る

予
備
実
験
が
繰
り
返
さ
れ
た
。予
備
実
験

を
モ
デ
ル
と
し
た
数
値
実
験
を
重
ね
て
数
値

解
析
モ
デ
ル
の
妥
当
性
を
高
め
、実
大
規
模

の
実
験
結
果
と
の
比
較
照
合
に
耐
え
ら
れ
る

よ
う
に
し
た
。さ
ら
に
加
振
実
験
が
近
づ
く

に
つ
れ
、大
切
な
デ
ー
タ
を
取
る
た
め
の
ひ
ず

み
ゲ
ー
ジ
が
き
ち
ん
と
絶
縁
さ
れ
て
い
る
か
、

限
ら
れ
た
震
動
台
の
占
有
期
間
内
に
期
待

通
り
の
実
験
結
果
が
得
ら
れ
る
か
、等
々
細

か
な
心
配
が
続
い
て
中
山
は
夢
に
ま
で
み
る

よ
う
に
な
り
、「
最
後
は
胃
薬
が
手
放
せ
な

か
っ
た
」と
い
う
。

　
中
山
は
、「
実
験
の
実
現
は
、計
画
段
階

か
ら
お
世
話
に
な
っ
た
学
識
経
験
者
、鉄
筋

を
組
み
上
げ
た
方
々
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
慎

重
に
打
設
さ
れ
た
方
々
な
ど
、か
か
わ
っ
た
す

べ
て
の
人
の
汗
と
涙
の
結
晶
で
す
」と
謙
虚

に
語
る
。そ
し
て
、都
市
の
動
脈
を
支
え
る

安
全
な
橋
梁
を
設
計
し
、少
な
く
と
も
人

命
は
守
り
、震
災
後
の
経
済
損
失
を
減
ら
し

た
い
と
願
う
。そ
れ
は
、6
4
3
4
の
御
霊

に
さ
さ
げ
る
べ
く
、被
災
地
神
戸
か
ら
世
界

に
発
信
す
べ
き
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
と
信
じ
て
い
る

か
ら
だ
。
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「実物大」の利点を最大限に生かす
─実大三次元震動破壊実験施設 E-ディフェンス─
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開発概要

実
大
構
造
物
の
震
動
破
壊
実
験
が
可
能

な
世
界
最
大
級
の
実
験
施
設
。兵
庫
県
三

木
市
の
三
木
総
合
防
災
公
園
内
に
あ
り
、

三
次
元
加
振
が
可
能
な
震
動
台
の
搭
載

面
積
は
20
m
×
15
m
、最
大
搭
載
質
量
は

1
2
0
0
t
。（
全
景
は
8
〜
9
頁
参
照
）

地上21階、高さ80mの建物を想
定した長周期地震動を受ける高
層建物の震動台実験

関連記事：「PHOTO REPORT（8～ 9頁）」
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